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モンゴルの経験
中越学園専務理事　　土 田 和 弘
１．モンゴルの方位
はじめて訪れるモンゴルである。出発前にモンゴルに関する最低限の知識と、ひとつ、ふたつモンゴルのことば
での挨拶くらいは覚えておきたいと思い、出発間際の数日、手に入る範囲であるたけの本を読んでみた。
はじめに『地球の歩き方　モンゴル』をめくった後、うしろに記載されているモンゴルの単語集を眺めてみた。
読んでいくと、そこには気軽に始めたときのいいかげんな気持ちが吹き飛ぶような、驚くべき単語が並んでいた
のである。それはつぎのようなものだ。
（日本語） 北、後　　　（モンゴル語） ホェノ
南、前　　　　　　　　　　　ウムヌ
西、右　　　　　　　　　　　バローン
東、左　　　　　　　　　　　ズーン　　　（すべてキリル文字の表示は省略）
つまりたとえば「ウムヌ」は「南」であり、同時に「前」でもあるというのである。これがなにを意味するのか、
少し眺めてみてすぐに了解できると思った。
ひとつは、たとえば「南」が「前」でもあるとすれば、「南」といういわば絶対座標が、同時に「前」という相対
座標と同値できるという、特別な位置、座標や方位の感覚がモンゴルには存在しているということである。「南」と
いう方向が、ある特権的な、あるいは神聖な方向であるかもしれないといってもいい。
もうひとつは、その感覚が、私たちの通常の東西南北と上下が逆になっているということだ。私たちが地図を見
るときの視線では、「南」は逆に「後」であり、「北」が「前」であり、決してその逆ではない。モンゴルではそれ
が逆で、私たちとは上下逆さまの地図を描いているのだ。
急いで大学の図書館にあった『現代モンゴル語辞典』というので確かめると、上記の語義（翻訳）は間違いない
ようである。
つまりこのことは、この言葉をつくったモンゴルの人は北を背にして南の方向を見ており、しかも同時に「前」
とはその方向しかないという、絶対座標と相対座標の区別を無くしてしまうほどの確固たる姿勢（世界像）になっ
ていることを意味している。
これは、東西南北を、いまのような形で絶対的に信じている私たちの世界像を、見事にぶち壊してくれる。
しかしこんなことは実用上ありうるのか。同じアルタイ系諸語の仲間といわれる現代トルコ語でも、こんな意味
合いは存在しない。またそもそも絶対座標と相対座標とを区別しなければならないときはどうするのだろうか。そ
んな疑問が次々とわいてくる。
これに驚いていたら、今度は司馬遼太郎の次のような文章に出くわした。
「ジュンガル」というのは、モンゴル語で左とか西方という意味である。遊牧の第一等地であるモンゴル高
原からみれば西方にひろがっている。（シルクロード第６巻『民族の十字路』日本放送出版協会 昭和56年３月第
一刷発行）
奥付を見ると、「司馬遼太郎　大阪外語大モンゴル語科卒業」と書いてある。それにしては信じがたい記述である。
113
114
司馬がいうように、ジュンガルという地名が上記の「ズーン」（東、左）と同じであるとすれば、そもそも「左とか
西方という意味」ではなく、正しくは当然「左とか東方という意味」でなければならない。
したがってこれも当然に、ジュンガルが「遊牧の第一等地であるモンゴル高原からみれば西方にひろがっている」
という認識は文脈上誤解でなければならない。博識をもって鳴る？司馬のこの馬鹿げた誤り（錯覚）は何を意味し
ているのか。そこで少し地理上の復習をしてみる必要がある。
（地理画像は、NASA World Wind で作成）
上図の梅棹忠夫については後述するが、このように地図に位置関係を落としてみると、起こっている事態と司馬
の錯覚が一目瞭然である。司馬は、私たちも共有する現在の東西感覚のまま、ジュンガル盆地と現在のモンゴル国
の位置を見て少しも疑わない。だから、「モンゴル語科卒業」にもかかわらず、「ズーン」という基礎単語を「左と
か西」であると錯覚したのだ。
しかしジュンガル盆地と名付けた古モンゴルの人は（と一応いっておくが適切な表現であるかはわからない）、ジュ
ンガル盆地が、“東の、左のほう”にあると認識していた。上図以外にこの位置関係を解く答えはないと思われる。
したがって、ジュンガル盆地を名付けたときの「古モンゴル」の国は、いまよりもずっと西のほう、たとえばい
まのカザフ草原のあたりにあったとしか考えようがない。
驚くべき本当のことは、時間（時代）による束縛がいかに人間にとって大きなものかということであると思われ
た。司馬が亡くなって既に10年が経とうとしている。司馬が先に引用した文章を書いたのは、出版年の昭和56年の
少し前だとすると、既に四半世紀が経過している。司馬は、その膨大な歴史と地理認識にかかわらず、現在の（過
去の？）東西の感覚は少しも疑おうとしなかった。私たちは、比喩的にいえば「東西」の崩壊をたとえばソ連邦の
崩壊という形で経験している。したがい、多少とも司馬の錯覚が直ちに了解できる位相を獲得している。しかし別
の形で時代から自由である保証はない。司馬がとうとう獲得できなかったもの。それはいったい何なのかと思う。
司馬という存在があっという間に過去の存在になってしまう。時間（時代）は恐ろしい。
東という言葉自体、私は先に絶対座標と表現したが、本来はある任意の地点からの東方というしかない相対的な
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ものである。しかし日本が極東と呼ばれたように二重の絶対座標になってもいるのは、いうまでもなく、大英帝国
やヨーロッパ文明の存在という歴史の産物である。ヘーゲルがいうような「絶対的な東方」なるものは、ヨーロッ
パを中心とした理念のなかでしか存在しない。これを相対化させてくれるモンゴル語とは、なんと愉快なことばで
はないか。思わずうきうきした気分になってしまった。
ここで昔、梅棹忠夫が日本のある地方での、上記に似ていると思われる事例についてどこかで書いていたのを思
い出した。確かそれは、海岸線に沿い、山を背負った細長い村で、たとえば、右ということばが南ということばの
代用としても使われているというようなものだったと記憶している。これは特殊な地理的条件のもとで、日常生活
において絶対座標と相対座標とを区別する必要がないという例外的なケースと思われる。
出典を確認したいと思い中央図書館に出かけ調べてみたら、該当する文章は見つけることはできなかったが、代
わりに梅棹のつぎのような文章に突き当たった。
新疆ウイグル自治区のウルムチから北にひろがる平原は、ジュンガリアとよばれることがおおい。これはモ
ンゴル語のジュン・ガル、左手すなわち左翼の意味の語からきたものである。つまり、ここはモンゴルの一派、
オイラート・モンゴルの左翼部なのである。
（『著作集第10巻』「実戦・世界言語紀行」）
ここで、モンゴルの方位についてのべておく。南にむかって両手をひろげてたち、そのまま四五度左に回転
する。これがモンゴルの基本方位となる。「まえ」が「南」であり、「うしろ」が「北」である。「左」が「東」
であり、「右」が「西」である。じっさいに、ウムヌという語は「まえ」と同時に「南」を意味する。ホイヌは
「北」であり「うしろ」である。ジュンは「左」であり「東」である。バロンは「右」であり「西」である。た
だし、いま説明したように、ほんとうの方位からは四五度ふれている。
（『著作集第２巻』「モンゴルの研究」）
どうやら、ジュンガル盆地（ジュンガリア）の語源が、「東、左」を意味する「ズーン」であることは確からしい。
しかし確からしいのはそこまでで、あとはもう謎の世界、迷路の世界に踏み込んでしまったかのようである。
梅棹が後段の文章で述べているモンゴルの方位に関することは、引用した部分がすべてである。
梅棹の文章には理解に苦しむ点があり、あまりに不親切であるように思われる。梅棹がいっていることは、「南に
むかって両手をひろげてたち、そのまま四五度左に回転」した正面の方向がモンゴル語での「南」（ウムヌ）である、
としか読みようがないし、それがすべてである。その方向は、「ほんとうの方位」（私たちの絶対座標としての東西
南北）では「南東」であり、確かに南からは「四五度ふれている」。
しかしながら、45度左に回転するとはなにを意味しているのか。そもそも、最初にモンゴル語を外国語に翻訳し
たひと（ネイティブではないひと）というのが想定できるとすると、モンゴルのひとが絶対座標としての南東の方
向を指して「ウムヌ」と発音したとしたら、それを「南」と翻訳するはずはなく、「ウムヌ＝南東」であると翻訳し
たはずである。さて困った。いったいどういうことなのか。
「ズーン」は、辞書には「東、左」と書いてある。司馬遼太郎は「西」であると錯覚した。梅棹忠夫では「北東」
（絶対座標での）なのである。もう支離滅裂である。
先ほどの図にこれを落としてみると、古モンゴルの国は、ジュンガル盆地を絶対座標での北東に見る地点という
ことだから、タクラマカン砂漠の辺りになってしまう。これでは、さまよえる湖ならぬ、さまよえるモンゴルでは
ないか。
古モンゴルの国とその傘下にあった人々は、ユーラシア大陸を縦横無尽に移動した。そのような空間的、時間的
な幾重もの層の集積として、このような訳のわからなさが生じた、というのがとりあえずの可能性であると思われた。
ここまできたところで、中央図書館から借りてきたモンゴル語の入門書につぎのような記述がなされていた。
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（温品廉三『語学王モンゴル語』）
これで疑問点のひとつ、絶対座標と相対座標との使い分けのしかたはわかった。またモンゴルでは、南の方角に
特別な意味が与えられているらしいこともわかった。訪問中にテレルジ近隣のゲルに案内されたとき、確かにそれ
は南向きであった。ウランバートル市内で見ることのできたゲルがどうであったかは、残念ながら確認できなかった。
しかしここでの「南」は、日の当たる方角といわれているのだから、それは絶対座標としての「南」であり、梅
棹のいう「南」（絶対座標としては「南東」）ではない。「モンゴル人は日の当たる南の方角を尊ぶ」のであれば、な
ぜ45度回転した梅棹のいう「南」が、「基本方位」たりうるのか。45度の回転の謎は依然闇の中なのである。
そこで手がかりをインターネットで探してみることにした。すると、つぎのようないくつかの記述がみつかった。
作成者名は特に記さない。
（記述１）
モンゴルのゲルは日当たりや風向きなどの関係で、伝統的に南向きに建てられる。南側の正面には入り口があっ
て、その反対側には仏壇や家族の写真などが飾られている。この、仏壇を背にした北側の奥が上座である。そこの
位置はたいてい一家の主の指定席となっている。ゲルの中心からやや入り口寄りの位置には、カマドが設けられて
いる。このカマドの東側が zuun であり、西側が baruun というわけだ。これは単なる私見だが、モンゴル語の前後
左右が方位と同じ単語なのは、一家の主が指定席からみた東西南北を基準として前後左右を決めているからではな
かろうか。ちなみに地方によっては、南風が吹き荒れるため、入り口をやや東側に向けてゲルを建てるらしい。
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（記述２）
２．モンゴル牧民による自然環境の認識
モンゴル牧民に対する聞き取り調査によって、彼ら自身の自然環境に対する認識を抽出することができる。今回
の予備調査では、基本的な構造的把握として「民俗方位」と「地域区分」とが明らかになった。
２－１．民俗方位
モンゴル族は一般に、北西風を避けるためにこれを背に受けて、南東方向にドアを向けてテントを立てる。そし
て、南東をオムノ omno すなわち「前（南）」と見立て、北西をホイト khoit すなわち「北（後）」と見立てる。た
だし、エチナ旗（地域名のこと）においては、そうした民俗方位から約45度ずれている。
２－１－１．住宅の配置
エチナ旗に限らず、中国青海省あるいはモンゴル国においても、トルグート族は、南東よりもむしろ真東を前と
見なす。300年前に西方から帰還した移住の歴史を反映しているのではないかと思われる。
ただし、エチナ旗においては、一年中、西風が卓越しているため、卓越風を避けるという意味でも東向きはまっ
たく合理的である。
（記述３）
ホブドの町の構造でおもしろいのは、清朝のつくった城は磁石どおりの南を正面としているのにたいして、モン
ゴル人の建てるゲルや主な建物は東をむいていることだ。県庁の建物も写真に見えている東側が正面だ。城壁から
のメインストリートのとおる南北の方向は、西モンゴル人にとって基準方位ではない。一般に、西モンゴルの民俗
方位での｢南｣は、東におおきくずれている。
どうやら「南」が方位の基準であるが、気候条件によりそれが「東」方向にずれていき、その程度は地域により
異なる、ということであるようだ。したがい梅棹の45度も絶対的なものではないことになる。残念ながら決定的な
記述は発見できなかったが、（記述２）に見られるように、学術的な調査も進行しているようである。今後の研究と
その公表を待ちたいと思う。
ちなみに、ウランバートルのデパートで購入したモンゴル全土の地図は、私たちと同じ、北を上にしたものであ
った。
２．モンゴルのことば
はじめてモンゴルのことばに触れてみて、それを日本のカタカナ表記で学ぼうとするのはほとんど絶望的である
と感じた。簡単な挨拶のカタカナ表現ですら、ケースによっては実際の音とは著しく異なっている。出発前に聞い
たものは、インターネットのいくつかのサイトにあった基礎的な単語の発音と、中央図書館で借りた『語学王モン
ゴル語』という入門書に添付されているCDによるものであった。
さらにいえば、現行のキリル文字も発音の手がかりにはなりがたいところがある。カタカナ、キリル文字とも発
音記号とはいえず、双方ともに限界がある。それどころか、下手をすれば害毒の垂れ流しにもなりかねない。
だれしも感ずることだろうが、モンゴルの英雄の名前が、カタカナではいろんな形で表記されいっこうに定着す
る気配がない。たとえばこんな具合だ。
初代ハーン・・・ジンギス、チンギス
２代ハーン・・・オゴタイ、オゴダイ、オゴデイ、オゴディ、オゲデイ
５代ハーン・・・フビライ、クビライ、ホビライ
現地で実際に発音してもらったが、あえていえば、アンダーラインを引いた音に近いと感じられた。残念ながら、
「ハーン」か「ハン」か「カン」かは確認し忘れた。
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どの言語でも、カタカナ表記には限界がある。しかしことにモンゴル語の場合それが大きいのではないかと感じ
られ、日本でのモンゴル語研究の段階はまだまだ工夫の余地を残しているのではないかと思われる。
そもそも首都の名前自体、日本では「ウランバートル」と表記されるが、現地で発音してもらうと「オランバー
タル」としか聞こえない。母音の発音ですら、原音とはかなり離れている。
ただこれは、日本人の責任だけではないかもしれない。現地でも、話者によって、あるいは地域によって、原音
自体にかなりの揺らぎがあるのではないかとも思われる。「ありがとう」に該当することばは、 CD やインターネッ
トのサイトでの発音を聞いてみると、同じスペルのはずなのに話者によって驚くくらいに異なっている。しかしい
ずれの発音も美しく微妙で、神秘的にすら感じてしまう。つくづく「ことば」というのは奇跡なのではないかと思
ってしまう。
わたしの場合、真っ先につまづいたのは、二重母音の発音であった。日本に帰ってからも残念ながらその先は手
つかずのままである。いくつかのテキストでは、日本語で「こんにちは」にあたる「サェン バェ ノー」（お元気で
すか）ということばが真っ先に登場する。この小文字で記載されているところが二重母音であり、キリル文字では、
二重母音であることを指示する記号が置かれ、直前の母音に「イ」の音が連続して二重母音を形成することになっ
ている。ところがこれが、なかにはどう聞いても直前の短母音部分しか聞こえないものがあるのである。インター
ネットのサイトと CD で、４種類の発音を聞いてみたところ、「サェン」のところはすべて前半の短母音だけしか聞
こえず、「バェ」のところになって、はっきりと、あるいはなんとか二重母音として聞こえたのが２つ。１種類はど
う聞いても前半の短母音の部分だけしか聞こえず、残りの一つは前半の母音が長母音化したようなあいまいな発音
に聞こえる。モンゴル語の二重母音では特に、後半部分がきわめて弱くか長母音化して発音されるかのではないか
と思われる。
ところが日本語のカタカナ表記では、二重母音であることを意識しない、「サインバイノー」や「サエン・バエ
ノー」という表記が結構目につく。ご丁寧に『サエン・バエノー・モンゴル』という書名の単行本まで中央図書館
にあった。これはもう滑稽としか言いようがない。前半の短母音しか聞こえない場合の音は、むしろ「サン バ ノー」
というのにきわめて近くなる。つまり「サイン バイ ノー」なる表記は、二重母音を指示するキリル文字の記号を、
「イ」あるいは「エ」という独立した母音として表記していることになり、これでは「ア」と、「イ」あるいは「エ」
のふたつの単独母音の連続となり、そんな発音はないのであってまったく度の外れた表記であるといわざるをえない。
というわけでわたしのモンゴル語はそんなところで挫折したままである。
ところで、現地で通訳を務めてくれたのは、愛称ゾロさんという若い女性で、彼女は完璧な日本語を話した。日
本の企業に３年間勤務した経験があるのだそうである。同行された留学生アドバイザーの長谷川さんが彼女に、「あ
なた高松に住んだ経験があるでしょう」と指摘され、それは見事に当たった。わたしにはまったくわからなかった
が、明らかな高松なまりがあるのだという。日本語のなまりの有無も識別できないようでは、モンゴル語の音につ
いて語る資格はないというべきか。しかしともかく興味の尽きることのないモンゴルではあった。
（文中のアンダーラインはすべて土田による。）
